
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

           ながらまち協自主防災会 

 

            会長 山本一男 

 
  

 
会長を務めております山本でございます。よろし

くお願い申し上げます。皆様におかれましては、日

頃より自主防災訓練などの事業に積極的に参加頂き

誠にありがとうございます。各町防災役員、各種団

体、学校関係、消防関係の皆様方のご支援に感謝申

しあげます。 
本年９月１日の防災の日は、関東大震災発生から

１００年という節目の年でありました。過去の映像

から地震災害の怖さをあらためて認識させて頂きま

した。「天災は忘れたころにやってくる」という諺

がありますが、過去の災害の恐ろしさを忘れる事な

く、日頃より災害への準備に努めていただきたいと

思います。 

本年度は、中消防署の指導のもと、、地域防災力

連携強化会議、子育て世代の防災、などの事業にも

取り組んでいきたいと思います。強化会議にあたり

ましては、消防関係、防災士、学校関係、まちづく

り協議会各団体との方々と、長等学区の防災活動に

ついて、皆様方それぞれの立場での意見を頂き、防

災力強化に繋げていきたいと思います。 

７月２３日には、子育て世代の防災というテーマ

で、中Ｐ小Ｐ幼Ｐの役員の方々の出席を頂き、いろ

いろなご意見を頂戴致しました。 

今後も、安心安全な町長等を目指し、皆様と共に

努めて参りますのでご理解ご協力をよろしくお願い

申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 

学区地区防災計画研修会開催 
 

 ２月に作成した長等学区地区防災計画を実践して

いくため、災害対策本部員と自治会向けの研修会を

それぞれ６月に開催しました。 

〇学区災害対策本部員等研修会（6/7） 

  計画では、学区としての防災体制を強化するた

め、災害時に各自治会の活動を支援する災害対策本

部員４６名を定めています。 

  ６月７日(水)、同本部員と支所・学校・PTA・防

災士などの関係機関を対象とした研修会を開催しま

した。関係者３３名が計画について説明を受け、そ

れぞれの役割を確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

〇長等学区自主防災研修会（6/25） 

６月 25 日(日)に各自治会の地域自主防災会の代表

者を対象とした研修会を開催し、関係者４３名が参

加しました。学区地区防災計画について、その必要

性や学区としての取り組み、自治会の役割などの説

明を受け、地域自主防災会（自治会）の防災活動の

強化について確認しました。 
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事務局から 
 長等学区では、地域の防災力を高め、災害時の

被害を最小限にするため、「長等学区地区防災計

画」を作成しました。ご家庭や自治会での防災活

動も記載していますので、ご覧ください。まちづ

くり協議会のホームページに掲載しています。 

ながらまち協防災計画 検索 

 

 

防災訓練予告 
１１月１２日（日）長等小学校 

 
 詳細は１０月に自治会・地域自主防災会等を通

じてお知らせします。 

 



子育て世代防災意見交換会を開催(7/23) 
 学区自主防災会では、子育て世代に防災への意見をお聞きし、活動に反映させていくため、

７月２３日(日)に幼少中ＰＴＡの皆さんとの意見交換会を開催しました。 

 ＰＴＡの参加者８名からは、災害への不安、子どもたちに教えたいこと、自主防災会の活動

などについて、以下のとおり多くの意見をいただきました。 

 学区自主防災会では、こうしたご意見を今後の活動に反映させていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちも訓練に参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
PTA 役員の方々の意見 

 
◇心配な災害 

・河川の氾濫が心配。→管理者である行政に要望して

改善してもらうことが必要。 

・土砂災害が怖い。→日頃から自宅からの避難も想定

して、早めの避難を心がけていただきたい。 

・自治会に入っていないので、地域のことが分からな

い。→自主防災会も自治会がない、または入ってお

られない世帯へ直接働きかけることができていな

い。 

 ・学区外に住んでおり、子どもが長等小学校に通学し

ているが、どこに避難したらよいのか。 

  →その時に一番安全と思われる場所に避難してい

ただきたい。 

◇心がけていること 

・建物が古く、地震への不安もあり、重いものは上の

方には置かず、たんすなどは転倒しないようにして

いる。マンションで寝室の本棚だけは固定してい

る。 

◇子供たちへ教えたいこと 

・子どもが防災知識、知恵を経験し身に付けてほし

い。中学でハザードマップを勉強している。  

◇自主防災会の活動について 

・防災会のイベント案内を小学校に依頼しておろし

てもらう方法もあるのではないか。 

・広報について、我々の世代はインスタを見ることが

多い。長等でやっていることを X（旧ツイッター）

やインスタで手軽に気楽に見られると長等のこと

が分かると思う。 

・ＡＥＤはいろいろなところにあるが、置いてある場

所や使い方が分からない。場所などを発信してもら

えれば。→大津市も把握していると思うので検討し

たい。 

 

 

防災についての自治会アンケート
結果まとめ  
学区自主防災会では、自治会の防災活動

についてアンケート調査を実施し、33 自

治会から回答いただきました。 

災害時の自治会の集合場所は全体の

70％が、避難経路も 42%が決めておられ

ましたが、防災マニュアルの作成は 30%

にとどまりました。不作成の自治会の

43%が今後作成を検討すると回答されて

います。 

防火防災訓練、研修会は、全体の 45％が

毎年または隔年に実施されていますが、コ

ロナの影響か６年前の 63％に比べると、

実施している自治会が減少しました。 

また、ヘルメットなどの資機材は、何ら

かの形で全体の７０％が整備されていま

す。 

防災マニュアルの作成や防火防災訓練、

研修会については、学区自主防災会も協力

させていただきますので、遠慮なくお知ら

せください。 
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